
課題番号： 果ｗG05（20338312）
課題名：ユズの大規模生産におけるスマート農業を活用した労働力

不足解消実証

コンソーシアム名：ユズ労働力軽減スマート農業実証コンソーシアム

構成機関 ：（代表機関）公益財団法人 三原村農業公社
（進行管理）高知県幡多農業振興センター
三原村
（株）NTTドコモ四国支社
高知県立幡多農業高等学校
高知県農業技術センター果樹試験場
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１ 背景・課題

２ 対策
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２）（公財）三原村農業公社の概要
・作業員20名が3班に分かれて作業 → 労務管理が困難
・剪定、病害虫防除のため、草刈時間の削減が必要
・高温期（夏季）の草刈作業は過酷（日射病、振動暴露の回避）
・令和元年度臨時雇用 延べ24名（3,577時間）

１）園地の概要
・水田転換地の平坦地（計34.8ha)
・機械導入を前提とした植栽方法導入(１０a あたり40本）
・東西14.4km、南北9.5kmの三原村全体に散在

１）草刈作業の作業時間短縮・軽労化
→ リモコン式自走草刈機の導入（年間作業時間30％減）
２）労務管理の適正化
→ 経営・ほ場管理システム（アグリノート）の導入（約４５％減）

３）社会的状況
・コロナ感染拡大により、臨時雇用者の確保が困難



２ 労務管理時間の短縮（アグリノートの導入）

・草刈効率 ：慣行の153％

・削減時間 ：56.5hr/ha（年間1966hr削減）

・リスク回避 ：刈り払い機使用リスク・夏季の高温暴露・振動暴露の回避

ほ場管理時間： 昨年度 3.6時間/ha 本年度 2.4時間/ha

削減時間を収穫・選果作業に振り向けることにより、最小限の雇用で適期収穫できた

１ 草刈時間の短縮（リモコン式自走草刈機の導入）

・作業進捗状況の入力・集計の自動化 ：9.5時間/ha（年間330時間）削減

・「見える化」による作業班移動時間の短縮 ：実現できず
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＜要因＞

・水田転換畑を活用し、当初から機械
化を前提とした園地
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準備作業z) 草刈所要時間 草刈面積y) 同左対比 終了作業ｘ)

(秒/回) (分:秒/a） (ha/hr) (％) (秒/回)

刈り払い機（慣行） 0:01 4:54 0.12 100 0:01

リモコン式自走草刈機 0:13 3:13 0.19 158 0:13
ｚ：エンジン開始から草刈開始まで　　ｙ：草刈所要時間から換算　　ｘ：草刈終了からエンジン停止まで

表１　幡多農高生の実習時における草刈所要時間

使用草刈機



＜目標＞
・作業記録の記入・入力時間の短縮

： 336時間（9.5時間/ha)

・作業者の園地間移動時間の短縮等

： 286時間（8.1時間/ha)
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＜実績＞
・作業記録の記入・入力時間の短縮

： 330時間（9.5時間/ha)

・作業者の園地間移動時間の短縮等

： 実施できず

入力時間
令和2年

9～12月

(hr/日) (hr/日) (hr/日) (日間) (hr) (hr/日) (88日間)

導入前（令和元年） 0.50 3 1.50 1.0 2.50 84 210.00 導入前 2.50 220.00 

導入後（令和２年） 0.16 6 0.96 0.2 1.16 88 102.08 導入後 1.16 102.08 

短縮時間 0.54 0.8 1.34 107.92 短縮時間 1.34 117.92 

表２　アグリノート活用による時間短縮効果 表３　アグリノート活用による時間短縮効果

現場記録

項目
小計

9～12月

作業日数
総作業時間

項目
１班当たり

作業時間

(hr/日・班)

人数日作業時間 日作業時間

令和2年 令和2年4月

9～12月 ～令和３年3月

(hr) (hr/日) (88日間) (246日間)

210.00 導入前 2.50 220.00 615.00 

102.08 導入後 1.16 102.08 285.36 

107.92 短縮時間 1.34 117.92 329.64 

表３　アグリノート活用による時間短縮効果

総作業時間

項目
日作業時間



１ 対象 ：高知県立幡多農業高等学校 園芸システム科２年生 28名
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１）講習会

スマート農業全般に関する講習（１回）

２ 実施内容

２）現場実習（１回）

・実証園地における講習 ：機械操作上の注意点や操作方法

（始動前点検、始動、基本操作、効率的な操作方法、操作終了後の管理）

・全員がエンジン始動、草刈、エンジン停止まで実施

・高校生の代表者３名によるリモコン式自走草刈機と（公財）三原村農業

公社作業員による刈り払い機を用いた草刈で草刈効率を調査

３）授業での効率的利用方法の探索

・生徒による研究活動として、傾斜地での操作性や機体に装着したスマホ画

像を見ながらの遠隔からの操作等、より効率的な利用方法を検討
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